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子どもの処置への付き添いに対する親の思い
―乳幼児の採血・注射場面における親の思いの比較―
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【要旨】本研究の目的は，子どもの処置に付き添った場合と付き添わなかった場合での両場面に対する親の思

いと各場面における親の思いを比較し，親のニーズを捉えた対応を検討することである。両場面の経験をもつ

親を対象に自作の自記式質問紙により２０１０年６～８月に，処置の付き添いに対する親の希望や思いに関する

調査を実施した。その結果，付き添いに対する親の意向は「希望する」６割，「希望しない」１割「どちらと

もいえない」３割であった。思いの比較では，処置に付き添った時の方が安心感や医療者への信頼感は強く，

付き添わない方が不安は強く子どもをよりかわいそうに感じることが示された。また，親も子どもの処置に参

加する権利を求めており，子どもと親の意向を必ず聞いて欲しいという意見が示され，子どもと親のニーズに

即したケアや思いを尊重する関わりの重要性を認識することにつながった。
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緒言

イギリスでは１９５９年にThePlattReport(保健省）

の中で，病院における子どものトータルケアの理念

（MinistryofHealth）を明確にした。これ以降，小

児看護における医療処置では子どもの意志を尊重す

る関わりが重視されてきている。日本においては子

どもの権利条約が批准された１９９４年以降，プレパ

レーションの探求が活発に行われてきた（勝田ら

2001；松森ら2004)。また，親が子どもの処置場面

に参加することの意義や有効‘性を示す報告（込山ら

2001；渡辺ら2004）もあり，子どもの処置場面で

の親の存在の重要性（蝦名2005）が明らかにされ

ている。ところが，小児の医療処置場面に親が参加

する環境はいまだ十分とは言いきれず（平岩ら

2008)，子どもの処置場面では親を退席させて子ど

もと医療者だけで行われることも多い。また，子ど

もの処置における家族の付き添いに関しては，医療

者の方が家族よりも非常に低い認識を示し，子ども

の処置場面での家族の必要性に対する認識のずれが

報告されている（蝦名2005)。

先行研究において，子どもの処置場面に同席した
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親の思いや認識，室外で待つ母親の,思いは示されて

いる（中松ら１９９９；薮本２００５；細野ら2009）が，

処置場面に“付き添った．付き添わなかった，，とい

う両経験を有する親の思いを確認し比較する報告は

少ない。また，処置場面に親が同席することの有効

性は明らかにされているが，子どもの医療処置に対

する親の思いをより具体的に把握し，親の思いを尊

重する姿勢で関わることは，子どもへのより効果的

なケアの検討につながると思われる。

||・目的

子どもの処置に付き添った場合と付き添わなかっ

た場合での両場面に対する親の思いと各場面での思

いの比較を明らかにし，親のニーズを捉えた対応を

検討するための基礎資料を得る。

川・方法

１．対象

小児科外来への受診，あるいは小児科病棟への入

院の経験がある乳幼児（０～６歳）の親で，子ども
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